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 カキ礁造成による貧酸素水塊軽減効果の検討 

3.5.1 結果 

カキ礁による貧酸素水塊の影響軽減効果を評価するため、物質循環モデルを改変することで、カキ礁の

分布条件の違いによる解析結果の差を検討した。 

 以下に、物質循環モデルの改変結果、およびカキ礁の分布条件を変更した解析結果も用いて、貧酸素水

塊の軽減効果を評価した。 

 

3.5.2 物質循環モデルの改変 

平成30年度に構築した物質循環モデルでは、二枚貝としてカキを考慮した。しかし佐賀県沿岸にはアサ

リ漁場の他、サルボウガイ漁場が広く分布することから、これらの二枚貝による有機物除去効果も考慮で

きるようにモデルを改変した。 

新たに追加したアサリ、サルボウガイ等の二枚貝は、平成30年度に設定したカキと同様、摂餌による有

機物の除去、呼吸による酸素消費、排泄、排糞によるC,N,Pの海中への回帰を設定しており、反応式は西

尾ほか（2016）13)を参考とした。ただし、濾水速度や呼吸速度等はアサリおよびサルボウガイで異なるこ

とから、各設定値は既往知見 12）,13)を参考に設定した。なお、各漁場における二枚貝の生物量の経時変化の

調査結果が存在しないため、生物量は変化しない強制関数として設定した。 

以下に設定したアサリ等二枚貝の反応式を示した。反応式中の添え字iは、i=1がアサリ、i=2がサルボ

ウガイ、i=3がウネナシトマヤガイである。なお、カキの反応式は、昨年度設定したモデルであり、独立

行政法人水産総合研究センターほか 13)および山口ほか 5)の知見を参考としている。 

 

 摂餌 

摂餌は、次式に示したように、二枚貝の分布場所における底層水中の植物プランクトン量（炭素，窒

素，リン）と懸濁態有機物量（炭素，窒素，リン）に濾水速度を積算して算定した。濾水速度には、水温

等の他、懸濁物濃度や、二枚貝の生息密度の影響を考慮している。 

 

摂餌量 ：𝑆𝐵𝑆1𝑖 = 𝐹𝑆𝑖 ∙ 𝐵𝑆𝐹𝑖 ∙ 𝐶𝑂𝑁𝐶       

  濾水速度：𝐹𝑆𝑖 = 𝑉𝑏𝑠𝑓𝑖 ∙ 𝑓𝑠𝑖(𝑇) ∙ 𝑓(𝐶𝑂𝑁𝐶) ∙ 𝑓(𝐵𝑆𝐹𝑖) 

餌料濃度：𝐶𝑂𝑁𝐶 = 𝑃𝑐 + 𝑃𝑛 + 𝑃𝑝 + 𝑃𝑂𝐶 + 𝑃𝑂𝑁 + 𝑃𝑂𝑃  

             

ここで、i=1はアサリ、i=2はサルボウガイ、𝐵𝑆𝐹𝑖は二枚貝の生物量（gC/m2）、𝑉𝑏𝑠𝑓𝑖は基準濾水速度

（m3gC-1h-1）、𝑓𝑠𝑖(𝑇)は水温関数、𝑓(𝐶𝑂𝑁𝐶)は餌料濃度制限関数、𝑓(𝐵𝑆𝐹𝑖)は二枚貝の密度制限関数、

𝑃𝑐, 𝑃𝑛, 𝑃𝑝：植物プランクトン体炭素，窒素，リン、POC,PON,POP：懸濁態有機炭素，懸濁態有機窒素，

懸濁態有機リンである。 
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 呼吸・排泄 

呼吸および排泄は、摂餌量に依存する活動呼吸と現存量に依存する静止呼吸からなるものとして設定し

た。 

 

𝑆𝐵𝑆2𝑖 = 𝐴𝑅𝐸𝑆𝑏𝑠𝑓𝑖 ∙ 𝑆𝐵𝑆1𝑖 + 𝑅𝑅𝐸𝑆𝑏𝑠𝑓𝑖 ∙ 𝑓𝑅𝑖(𝑇) 

ここで、𝐴𝑅𝐸𝑆𝑏𝑠𝑓は摂餌量に対する活動呼吸の割合、𝑆𝐵𝑆𝑖は摂餌量(g/m2/h)、𝑅𝑅𝐸𝑆𝑏𝑠𝑓は静止排泄（呼

吸）速度（d-1）、𝑓𝑅𝑖(𝑇)は温度関数である。 

 

 排糞 

排糞は、摂餌した餌のうち、同化されずに体外に出される量として設定した。 

𝑆𝐵𝑆3𝑖 = (1 −𝐴𝑆𝑆𝐼𝑏𝑠𝑓𝑖) ∙ 𝑆𝐵𝑆1𝑖 
 ここで、𝐴𝑆𝑆𝐼𝑏𝑠𝑓は同化係数、𝑆𝐵𝑆𝑖は摂餌量(g/m2/h)である。 
 

3.5.3 物質循環モデルによる解析 

 上記で改変したモデルを用いて、前掲の図 14に示した各カキ礁分布条件のもと、以下の6ケースの解

析を実施した。 

【実施ケース】 

 ケース1：カキ礁無しケース，ケース2：平成19年カキ礁分布ケース 

 ケース3：昭和52年カキ礁分布ケース ，ケース4：昭和53年カキ礁分布ケース 

 ケース5：カキ礁造成可能域その1ケース ケース6：カキ礁造成可能域その2ケース 

 

 再現計算結果 

実施ケースのうち、再現ケースとした平成19年カキ礁分布ケースと前掲 

 

 

 

図 16に示した連続観測塔における底層DOの観測結果と計算結果の比較結果を図 34に示した。 

 評価対象となる底層DOの計算結果は、各観測点で観測値の同様の変動傾向を示す結果が得られた。 

 

  






